
2023 年 5 月 21 日（日）狭山キリストの教会 礼拝説教 

テキスト：2 テサロニケ 2 章 1 節～12 節 

タイトル：「終末論：これから起こること」 

 

⚫ 2 章のテーマ：終末についての混乱への対処 

  

「主の日」について、ぜひ知っておいて欲しい！ 

2 テサロニケ 2:1 さて兄弟たち。私たちの主イエス・キリストの来臨と、

私たちが主のみもとに集められることに関して、あなたがたにお願いしま

す。2 霊によってであれ、ことばによってであれ、私たちから出たかのよ

うな手紙によってであれ、主の日がすでに来たかのように言われるのを聞

いても、すぐに落ち着きを失ったり、心を騒がせたりしないでください。

3 どんな手段によっても、だれにもだまされてはいけません。… 

 

「落ち着きを失う」とは、船が安全な錨から離れて、風や波に揺り動かさ

れるように、突然の熱狂や恍惚によってバランスを失った状態をいう。ま

た、「心を騒がせる」とは、突然のショックに引き続く動揺のことで、絶え

ず心を波立たせていることを言う。（新聖書注解 テサロニケ書 p. 114） 

 

⚫ マタイ 24:3～8 

 

これから起こること 

2 テサロニケ 2:3 …まず背教が起こり、不法の者、すなわち滅びの子が現

れなければ、主の日は来ないのです。 

 

終末のしるし①：「まず    が起こる」 

2テモテ 3:1 終わりの日には困難な時代が来ることを、承知していなさい。

2 そのときに人々は、自分だけを愛し、金銭を愛し、大言壮語し、高ぶり、

神を冒瀆し、両親に従わず、恩知らずで、汚れた者になります。3 また、

情け知らずで、人と和解せず、中傷し、自制できず、粗野で、善を好まな

い者になり、4 人を裏切り、向こう見ずで、思い上がり、神よりも快楽を

愛する者になり、5 見かけは敬虔であっても、敬虔の力を否定する者にな

ります。こういう人たちを避けなさい。 

 

終末のしるし②：         が現れる 

「不法の者、すなわち滅びの子が現れなければ、主の日は来ないのです。」 

「不法の者」とは？ 

2 テサロニケ 2:4 不法の者は、すべて神と呼ばれるもの、礼拝されるもの

に対抗して自分を高く上げ、ついには自分こそ神であると宣言して、神の

宮に座ることになります。 

⚫ OT では：ダニエル書 7:24～27 

⚫ マタイ 24:15～28 

 

2 テサロニケ 2:5 私がまだあなたがたのところにいたとき、これらのこと

をよく話していたのを覚えていませんか。 

⚫ パウロはテサロニケの生まれたばかりのクリスチャンたちに、再臨、

終末論について、しっかり教えていた！ 

 

「不法の者を引き止めているもの」とは？ 

2 テサロニケ 2:6 不法の者がその定められた時に現れるようにと、今はそ

の者を引き止めているものがあることを、あなたがたは知っています。7 

不法の秘密はすでに働いています。ただし、秘密であるのは、今引き止め

ている者が取り除かれる時までのことです。 

 

 

不法の者は人々を欺く 

2 テサロニケ 2:8 その時になると、不法の者が現れますが、主イエスは彼

を御口の息をもって殺し、来臨の輝きをもって滅ぼされます。9 不法の者

は、サタンの働きによって到来し、あらゆる力、偽りのしるしと不思議、

10 また、あらゆる悪の欺きをもって、滅びる者たちに臨みます。・・・ 

⚫ 人々がアッと驚くような奇跡を見せて人々を欺く。人々はこうして「不法の

者」を信じるようになる。（黙示録 13:3-4） 

 

マルコ 13:21 そのときに、だれかが、『ご覧なさい。ここにキリストがい

る』とか、『あそこにいる』とか言っても、信じてはいけません。22 偽キ

リストたち、偽預言者たちが現れて、できれば選ばれた者たちを惑わそう

と、しるしや不思議を行います。23 あなたがたは、気をつけていなさい。

わたしは、すべてのことを前もって話しました。 

 

自ら滅びを選ぶ人々 

2 テサロニケ 2:10 ・・・彼らが滅びるのは、自分を救う真理を愛をもって

受け入れなかったからです。11 それで神は、惑わす力を送られ、彼らは偽

りを信じるようになります。12 それは、真理を信じないで、不義を喜ん

でいたすべての者が、さばかれるようになるためです。 

神は、偽りを信じさせ、惑わす力を与えることによって、ご自分のさばき

を行なわれます。これは神が偽りを持っていることではなく、偽りの父で

ある悪魔が、彼らを支配するのを完全に許されるということです。（ロゴ

スミニストリー） 

 

ローマ書 1:24 そこで神は、彼らをその心の欲望のままに汚れに引き渡さ

れました。そのため、彼らは互いに自分たちのからだを辱めています。26 

こういうわけで、神は彼らを恥ずべき情欲に引き渡されました。すなわち、

彼らのうちの女たちは自然な関係を自然に反するものに替え、…28 また、

彼らは神を知ることに価値を認めなかったので、神は彼らを無価値な思い

に引き渡されました。それで彼らは、してはならないことを行っているの

です。 

 

【メッセージ】そもそもなぜ「終末論」があるのか？ 

答え：神は前もってこれから起こることを知らせてくださるお方。 

なぜか？（3 つの理由）： 

①             ことのないように！ 

②       ないように！ 

③ すべては神の      の通りであることを、私た

ちが知るため！ 

 

聖書の神＝    の神（知らせておいてくださるお方） 

⚫ 十字架と復活の予告： 

マタイ 16:21 そのときからイエスは、ご自分がエルサレムに行って、長老

たち、祭司長たち、律法学者たちから多くの苦しみを受け、殺され、三日

目によみがえらなければならないことを、弟子たちに示し始められた。 

 

⚫ ユダの裏切り：ヨハネ 13:21 

⚫ この世を去って父の元へ行くこと：ヨハネ 14:1-4 

⚫ 弟子たちがやがて迫害を受けるようになること：ヨハネ 15:18-20 

⚫ イエスを見捨てることまで！：ヨハネ 16:32 

⚫ 聖霊降臨（ペンテコステ）の予告：ヨハネ 14 

➢ 使徒の働き 1:4, 5, そして 8 

⚫ そして、終末についても！（ルカ 21:25-28） 


